
 
 

平成 22 年８月 11 日 

 

各      位 

会 社 名 片 倉 工 業 株 式 会 社 

代表者名   代表取締役社長 竹内 彰雄 

（コード番号 3001 東証第 1部 ） 

問合せ先   執行役員経理部長 一双 克二 

（TEL．03 － 6832 － 0229 ） 

 

平成 22 年 12 月期第２四半期累計期間業績予想値との差異及び通期業績予想の修正 

並びに特別利益の計上に関するお知らせ 

 

 平成 22 年２月 19 日に公表した平成 22 年 12 月期第２四半期累計期間（平成 22 年１月１日～平成 22

年６月 30 日）の業績予想値と本日公表の平成 22年 12 月期第２四半期累計期間実績値に差異が生じま

したのでお知らせいたします。 

 また、平成 22 年 12 月期決算において特別利益を計上することや最近の業績の動向等を踏まえ通期

の業績予想について下記のとおり修正しますのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．平成 22 年 12 月期第２四半期累計期間業績予想値と実績値との差異 

（１）連結 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１株当たり

四半期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 25,500 300 400 0  0 円 00 銭 

今 回 実 績 値（Ｂ） 25,642 1,069 1,224 817 23 円 25 銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 142 769 824 817 ― 

増 減 率（％） 0.6 256.3 206.0 ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 21年 12 月期第２四半期） 
26,705 1,027 1,360 157  4 円 48 銭 
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（２）個別 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１株当たり

四半期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 9,000 △100 0 △50 △1円 42銭 

今 回 実 績 値（Ｂ） 8,414 296 386 506  14円 41銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △585 396 386 556 ― 

増 減 率（％） △6.5 ― ― ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 21年 12 月期第２四半期） 
9,386 △34 169 △177 △5円 06銭 

 

 

２．平成 22 年 12 月期通期業績予想の修正 

（１）連結 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 50,000 800 1,000 100  2円 84銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 50,000 800 1,000 3,600 102円 40銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 0 0 0 3,500 ― 

増 減 率（％） 0 0 0 ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 21年 12 月期） 
51,322 1,258 1,944 △781 △22 円 23 銭

 

（２）個別 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 18,000 50 150 50   1円 42銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 17,000 50 50 3,500 99 円 56 銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,000 0 △100 3,450 ― 

増 減 率（％） △5.6 0 △66.7 ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 21年 12 月期） 
18,437 △260 56 △1,276 △36 円 32 銭
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３．差異及び修正の理由 
 （平成 22 年 12 月期第２四半期累計期間業績予想数値との差異） 

  連結については、売上高は繊維事業・サービス事業が減収となったものの、機械関連事業・医薬 

 品事業が増収となったため、当初予想を上回りました。営業利益・経常利益・四半期純利益は機械 

 関連事業での生産効率の改善、サービス事業における一部費用の下期への期ずれ及び全社的な費用 

 削減を主として予想を上回りました。 

  個別については、売上高は繊維事業の減収を主として当初予想を下回りました。営業利益・経常 

 利益は機械関連事業での生産効率の改善、サービス事業における一部費用の下期への期ずれ及び全 

 社的な費用削減を主として予想を上回りました。四半期純利益は、債務保証を行っている子会社の 

 財政状態の改善に伴う債務保証損失引当金戻入益の発生や固定資産売却益の増加により、当初予想 

 を上回りました。 

 （平成 22 年 12 月期通期業績予想の修正） 

  連結については、売上高は厳しい市況により繊維事業・医薬品事業で減収となるものの、消防関 

 連を主として機械関連事業で増収となるため、ほぼ当初予想どおりとなる見込であります。営業利 

 益・経常利益は、医薬品事業で研究開発費が増加するものの、機械関連事業での生産効率の改善や 

 全社的な費用削減を主として、ほぼ当初予想どおりとなる見込です。当期純利益は以下に記載して 

 おります特別利益から税金費用を控除した結果、当初予想を上回る見込です。 

  個別については、売上高は厳しい市況による繊維事業の減収を主として当初予想を下回りますが、 

 営業利益は全社的な費用削減等により、ほぼ当初予想どおりとなる見込みです。経常利益は金融収 

 支の悪化や子会社貸付金に対する一部引当処理などを見込むため当初予想を下回りますが、当期純 

 利益は以下に記載しております特別利益から税金費用を控除した結果、当初予想を上回る見込です。 

 

４．特別利益の計上について 

  平成 22 年６月 25 日に公表の「固定資産の譲渡並びに取得についてのお知らせ」に記載のとおり、 

 借地権の譲渡益 5,872 百万円を平成 22 年 12 月期決算（平成 22 年 12 月期第３四半期）において 

 特別利益に計上する予定です。 

 

ご参考：事業の種類別セグメント業績と予想 

（単位：百万円） 

第２四半期累計期間（実績） 通期（予想）  

売  上 営業利益 売  上 営業利益 

繊維事業 5,568 4 11,300 △150

医薬品事業 8,855 428 17,700 600

機械関連事業 5,688 190 10,000 △150

サービス事業 5,280 1,087 11,000 2,000

その他の事業 266 △74 400 △200

消去又は全社 △17 △565 △400 △1,300

合計 25,642 1,069 50,000 800

 

 ※ 当資料で記載している業績予想数値は、発表日現在において入手可能な情報に基づいたもので 

  あり、不確実な要因に係る仮定を前提としています。したがいまして、実際の業績は、様々な要 

  因によって、記載している内容と大きく異なる結果となる可能性がありますので、ご承知おきく 

  ださい。 

以 上 

―3―


